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1 ）正会員総会
　第 1 回　令和 5 年 4 月19日（水）
　　�令和 4 年度決算および事業報告、令和 5 年度予算および事業計画について承認され

た。また、令和 5 年度役員改選について、ポータルサイトのアンケート機能を用い
た投票において、学会役員（理事 5 名）を選出した。

2 ）理事会
　第 1 回　令和 5 年 5 月24日（水）
　　�令和 5 年度の副学会長について、学会長指名で承認された。そして、今年度の事業

計画および各事業の担当理事、『高崎経済大学論集』第66巻の印刷業者、『高崎経済
大学論集』第66巻第 2 号の投稿者について、原案のとおり承認された。「学術講演会」
の開催については、コロナ禍前のように対面式で、参加対象者を本学学生・教職員・
一般市民、昨年度同様に事前申し込み制として、開催することで承認された。また、
第 1 回「学生向け学習・研究支援プログラム助成」の申請案件について、開催およ
び助成交付が承認された。

　第 2 回　令和 5 年 6 月 6 日（火）～ 6 月 9 日（金）　メール審議
　　�第 2 回「学生向け学習・研究支援プログラム助成」の申請案件について、開催およ

び助成交付が承認された。

　第 3 回　令和 5 年 8 月 3 日（木）～ 8 月 7 日（月）　メール審議
　　『高崎経済大学論集』第66巻第 3 号の投稿者について、原案のとおり承認された。

　第 4 回　令和 5 年 8 月25日（金）～ 8 月29日（火）　メール審議
　　『INTRO』の印刷・製本発注業者の決定について、原案のとおり承認された。

　第 5 回　令和 5 年 9 月28日（木）～ 10月 2 日（月）　メール審議
　　第 2 回「学術講演会」の申請案件について、開催が承認された。

　第 6 回　令和 5 年10月 6 日（金）～ 10月10日（火）　メール審議
　　�第 3 回「学生向け学習・研究支援プログラム助成」の申請案件について、開催およ

び助成交付が承認された。

学会主要記事
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　第 7 回　令和 5 年10月25日（水）～ 10月30日（月）　メール審議
　　�『高崎経済大学論集』王雪准教授追悼号（第66巻第 4 号）の投稿者について、原案

のとおり承認された。

　第 8 回　令和 5 年11月15日（水）～ 11月20日（月）　メール審議
　　�第 3 回「学術講演会」の申請案件について、開催が承認された。また、第 4 回「学

生向け学習・研究支援プログラム助成」の申請案件について、開催および助成交付
が承認された。

　第 9 回　令和 5 年12月 5 日（火）～ 12月 8 日（金）　メール審議
　　「学生懸賞論文」の審査員および担当理事について、原案のとおり承認された。

　第10回　令和 6 年 1 月17日（水）
　　�16編の応募があった「学生懸賞論文」の最終審査を行い、佳作 3 編、奨励賞 4 編を

選出した。

3 ）機関誌
　　�『高崎経済大学論集』第66巻第 1 号、第 2 号、第 3 号、第 4 号、別冊『INTRO ～

学びへのいざない』2024年版を刊行した。

〔論　　文〕

書面でする消費貸借の貸主による解除の法的価値判断……………………… 谷　口　　　聡（ 1 ）

社会科学系論文の批判的読解を促す指導の試み：

　　ガイダンスに基づくピア・ラーニングの段階的実施…………………… 川　橋　郁　子（31）

目　　　次

高 崎 経 済 大 学 論 集
第66巻　第 1号

2023（令和 5 ）年 7 月
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〔研究ノート〕

FTX破綻と暗号資産

　　―「分散型」技術のもたらす「中央集権型」金融の現状―…………… 参　川　城　穂（53）

〔講演抄録〕

ウクライナ戦争をどうみるか…………………………………………………… 下斗米　伸　夫（75）

〔学会記事〕

高崎経済大学経済学会正会員活動報告………………………………………………………………（79）

〔論　　文〕

民法の典型契約の規定における「効力を失う」概念の検討

　　―新民法587条の 2 第 3 項の解釈論の論拠として―……………………… 谷　口　　　聡（81）

目　　　次

高 崎 経 済 大 学 論 集
第66巻　第 2号

2023（令和 5 ）年 9 月
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〔研究ノート〕

財閥論再考

　　―武田晴人著『日本経済の発展と財閥本社』をめぐって―…………… 加　藤　健　太（103）

〔論　　文〕

大学生の金融リテラシー形成における

　　お金に対する態度との関連性について…………………………………… 阿　部　圭　司　　　

木　下　康　彦　　　

小　澤　伸　雄（119）

豪州ヴィクトリア州における自発的幇助自死法の研究……………………… 谷　口　　　聡（135）

「女の子なのにボーイスカウトなの？」

　　日本スカウト運動史における女子の受け入れプロセス………………… 横　山　　　陸（167）

〔講演抄録〕

僕の仕事は、世界を平和にすること。

　　～核兵器廃絶に向けて……………………………………………………… 川　崎　　　哲（197）

目　　　次

高 崎 経 済 大 学 論 集
第66巻　第 3号

2023（令和 5 ）年 12 月
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王雪先生追悼号に寄せて………………………………………………………… 矢　野　修　一（ⅰ）

王雪准教授をしのぶ……………………………………………………………… 水　口　　　剛（ⅲ）

王雪先生を偲ぶ…………………………………………………………………… 野　崎　謙　二（ⅴ）

王雪さんの思い出………………………………………………………………… 中　塚　信　雄（ⅸ）

〔特別寄稿〕

日本の隠れたチャンピオン企業の新製品開発における

　　成功要因に関する研究……………………………………………………… 長　平　彰　夫（201）

ヨーロッパ共通参照枠草案（DCFR）における

　　フランチャイズ契約解消に関する一考察………………………………… 谷　口　　　聡（231）

EUにおける記憶の政治：ホロコーストの記憶とロマの承認をめぐって… … 土　谷　岳　史（253）

凌濛初「二拍」と『亘史』―『拍案驚奇』巻二を中心に―………………… 笠　見　弥　生（277）

The China factor in Central Asia through its Belt and 

　　Road Initiative………………………………………………………… Nurgaliyeva　Lyailya（291）

目　　　次

高 崎 経 済 大 学 論 集
第66巻　第 ４号

2024（令和 6 ）年 3 月

王雪准教授追悼号
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〔論　　文〕

上場企業の営業活動によるキャッシュ・フロー使途に関する実証分析

　　－有価証券報告書からのパネル・データに基づく検証－……………… 梅　田　　　宙　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…森　田　　　稔（307）

イギリスにおけるLimited Liability Partnership（LLP）の形成と発展……… 沈　　　　　律（327）

〔研究ノート〕

適正技術論とイノベーション論の接合に関する一試論……………………… 黒　崎　龍　悟（349）

〔書　　評〕

峯陽一著『2100年の世界地図―アフラシアの時代』（岩波新書、2019年）… 矢　野　修　一（363）

〔講演抄録〕

「地域通貨と域内循環」…………………………………………………………… 西　部　　　忠（371）

〔学会記事〕

令和 5 年度学生懸賞論文受賞者…………………………………………………………………… （375）

学会主要記事………………………………………………………………………………………… （377）
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4 ）学術講演会
　第 1 回
　　開催日　　　令和 5 年 7 月 3 日（月）
　　演　題　　　「ウクライナ戦争をどうみるか」
　　講　師　　　下斗米　伸夫 氏（神奈川大学特別招聘教授／法政大学名誉教授）

　第 2 回
　　開催日　　　令和 5 年11月14日（火）
　　演　題　　　「僕の仕事は、世界を平和にすること。～核兵器廃絶に向けて」
　　講　師　　　川崎　哲 氏（ピースボート共同代表／
　　　　　　　　核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）国際運営委員兼会長）

　第 3 回
　　開催日　　　令和 6 年 1 月26日（金）
　　演　題　　　「地域通貨と域内経済循環」
　　講　師　　　西部　忠 氏（専修大学経済学部教授／北海道大学名誉教授）

5 ）学生向け学習・研究支援プログラム助成
　第 1 回
　　開 催 日　　令和 5 年 6 月20日（火）
　　担当教員　　清水　さゆり（本学経済学部教授）
　　事 業 名　　「海外駐在員からみた会社と人の海外進出」
　　講　　師　　余語　奏哉 氏（Yokowo Electronics（M）SDN, BHD）

　第 2 回
　　開 催 日　　令和 5 年 8 月 5 日（土）
　　担当教員　　矢野 修一（本学経済学部教授）
　　事 業 名　　�「高経大卒業後、僕はなぜ、どのように、メタバースとAIを研究して

いるのか」
　　講　　師　　鎌田　光太郎 氏（北陸先端科学技術大学院大学博士前期課程 2 年）

　第 3 回
　　開 催 日　　令和 5 年11月 7 日（火）
　　担当教員　　服部　昌彦（本学経済学部准教授）
　　事 業 名　　「人気バラエティ番組作家が教える“受かる”就活論」
　　講　　師　　秋山　理二郎 氏（株式会社 第弐表現　代表取締役）
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　第 4 回
　　開 催 日　　令和 5 年12月22日（金）
　　担当教員　　矢野　修一（本学経済学部教授）
　　事 業 名　　「具現化の力～サラリーマンと企業を両立する方法」
　　講　　師　　�野田 拓志 氏（株式会社 才流コンサルタント／合同会社NOD　共同

代表）

6 ）学生懸賞論文
　本学学生会員（学部生・博士前期課程大学院生）を対象に、自由なテーマで学生懸賞
論文を募集した。

　入賞論文
　　佳作　　「群馬の中小製造業による輸出時の関税選択に関する研究」
　　　経済学部　佐藤 理子　赤岩 杏優　奥村 駿樹　大澤 茉莉子　近藤 理子

　　佳作　　「インバウンド増加対応のための外食メニューの多様化について」
　　　経済学部　高橋 花奈　中川 颯人　齋藤 桜子　和田 英大　磯 栞奈　附田 丸み
　　　
　　佳作　　「タイ北部のPangkhon村のコーヒー農家について」
　　　経済学部　島貫 凜　小林 祐太　角田 駿介　藤本 淳也　佐々木 麻心　前田 耕之介




